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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　溶融樹脂のストランドを生成するための孔開きプレート（２）と、プロセス流体および
切断装置（３）を含むプロセスチャンバー（１）とを用い、前記プロセスチャンバー（１
）から前記プロセス流体と粒子との混合物が排出され、前記粒子が冷却セクション（７）
にて冷却される、１２０℃以上の軟化温度を有する樹脂の粒子化方法であって、
　前記プロセスチャンバー（１）には、特には水である前記プロセス流体が、１２０℃以
上の温度、および２ｂａｒ以上の圧力で満たされており、
　前記プロセス流体と前記粒子との混合物は、圧力を維持しつつ冷却セクション（７）を
通過し、セパレータ（８）に導入され、
　前記セパレータ（８）において、前記粒子は、大気圧まで減圧するための圧力ロック（
１０）を通過した後に、前記プロセス流体から分離され、排出され、
　前記プロセス流体と前記粒子との混合物が前記冷却セクション（７）を通過した後に、
当該混合物は、熱の復元のために熱交換器（１７）に案内され、前記圧力ロック（１０）
を介して、前記プロセス流体の沸点以下の温度で前記セパレータ（８）に供給され、
　前記セパレータ（８）は、一方で前記粒子を排出し、他方で前記プロセス流体を、熱交
換器（１７）を介して前記プロセスチャンバー（１）へと戻すことを特徴とする、粒子化
方法。
【請求項２】
　エネルギーの復元のためにヒートポンプを用いることを特徴とする、請求項１に記載の
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粒子化方法。
【請求項３】
　前記切断装置として、水中造粒機を用いることを特徴とする、請求項１または２に記載
の粒子化方法。
【請求項４】
　粒子化される樹脂は、ポリカーボネート、ポリカーボネートブレンド、ポリスチレン、
低粘性ＰＥＴ、請求項１～３のいずれかに記載の粒子化方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、１２０℃以上の軟化温度を有する樹脂の粒子化方法に関するものである。こ
の方法は、溶融樹脂のストランドを製造するための孔開きプレートと、プロセス流体およ
び切断装置を含むプロセスチャンバーとを用いる。このプロセスチャンバーは、プロセス
流体と粒子の混合物を排出する。そして、冷却セクションにて上記粒子が冷却される。上
記プロセスチャンバーが、１２０℃以上の温度、および２ｂａｒ以上の圧力に維持された
プロセス流体、特には水に満たされている。そして、プロセス流体と粒子の混合物が、圧
力が維持されつつ冷却セクションを通過し、セパレータに導かれる。上記セパレータは、
大気圧にまで圧力を下げるために圧力ロックを通過した粒子を、プロセス流体から分離し
、排出する。
【背景技術】
【０００２】
　上記したこの種の方法および特徴は、米国特許出願ＵＳ２００５／０１５４１８３Ａ１
号公報において、ポリエチレンテレフタレート加工の記載部分で開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】ＵＳ２００５／０１５４１８３Ａ１号公報
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　この発明の目的は、プロセス流体に含まれる熱エネルギーを復元し、粒子化プロセスの
ために用いることである。この発明によると、これは、プロセス流体と粒子の混合物を、
一旦、冷却セクションを通過し、熱が復元される熱交換器を通って、圧力ロックを介して
、プロセス流体の沸点よりも低い温度で、セパレータに導くことにより、達成される。一
方でセパレータは粒子を排出し、他方で熱交換器を介してプロセス流体をプロセスチャン
バーに戻す。
【０００５】
　この方法は、特に、ポリカーボネート、ポリカーボネートブレンド、ポリスチレン低粘
性ＰＥＴを用いる。
【０００６】
　切断装置は、有利には、高温樹脂ストランドが孔開きプレートを介して供給される水中
造粒機の形態として設計される。これらのストランドは、孔開きプレートから出て、孔開
きプレート上を横断する切断ロータによって粒子状に切断される。
【０００７】
　本発明に係る実施形態が、以下の図に示されている。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本発明に係る方法の基本的な特徴を分かりやすく説明するために、熱交換器のな
い実施形態を表す図である。
【図２】本発明に係る方法の実施形態を表す図であり、そこでは、プロセス流体と粒子の
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混合物が、圧力ロックを介してセパレータに導かれ、含まれていた熱をそこで復元する。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　図１に示されているのは、本発明に係る方法のある特定の実施形態を示している。この
方法においては、プロセスチャンバー１は、それ自体は公知の水中造粒機によって構成さ
れ、また、孔開きプレート２および切断ロータ３によって、通常の形式として構成されて
いる。切断ロータ３の刃は、孔開きプレート２を横切るように設置されており、樹脂スト
ランドを切断する。樹脂ストランドは、プロセスチャンバー１に、溶融樹脂として供給ラ
イン４を介して供給され、上記した孔開きプレート２から放出されて供給される。そして
、切断プロセスは、プロセスチャンバー１に供給されるプロセス流体を用いた公知の方法
で、プロセスチャンバー１において行われる。プロセス流体は、供給ライン５を介してプ
ロセスチャンバー１の内部に強制的に導入される。プロセス流体は、特には水であって、
１２０℃以上の温度、および２ｂａｒ以上の圧力で、プロセスチャンバー１内部に満たさ
れている。
【００１０】
　プロセスチャンバー１にて製造される粒子は、その後に、プロセス流体と混合され、そ
の結果生成される混合物は、供給ライン６を経て冷却セクション７へと供給される。冷却
セクションにおいては、圧力は維持されており、続くセパレータ８にて粒子をプロセス流
体から分離するために要するのと同程度の熱が、粒子から抜かれることとなる。供給ライ
ン９は、粒子を圧力ロック１０に供給する。圧力ロック１０は、特にはロータリーフィー
ダーとして構成され、供給された材料を大気圧まで減圧する。そして、さらなる処理に供
される粒子として、出口１１から排出される。
【００１１】
　セパレータ８によって分離されたプロセス流体は、供給ライン１２を介して、フィルタ
ー／ポンプユニット１３に供給される。フィルター／ポンプユニット１３において、プロ
セス流体から微細な粒子が分離され、システムの圧力は、２ｂａｒ以上に設定される。供
給ライン１４を介して、プロセス流体は、温度設定ユニット１５へと導入される。この温
度設定ユニット１５において、エネルギーフロー１６（加熱または冷却）により、１２０
℃以上の温度に設定される。温度設定ユニット１５から放出されたプロセス流体は、与え
られた圧力および温度で、プロセスチャンバー１へ供給ライン５を介して供給される。
【００１２】
　本発明に係る方法を実行するための他の実施形態を、図２に示す。この実施形態は、熱
の復元のための熱交換器１７を備えている。この熱交換器１７は、以下に示す方法による
全体設計に組み込まれている。
【００１３】
　溶融樹脂が供給ライン４を介して供給されることや、プロセスチャンバー１の動作原則
は、図１を参照して上記した方法と同様である。すなわち、図１に係る設計は、この実施
形態にも同様に適用される。図１に示す実施形態と同様に、プロセス流体と粒子の混合物
は、冷却セクション７を経て、図２に象徴的に図示されている熱交換器１７へと送られる
。この熱交換器１７は、特に、公知のヒートポンプの形態で実現される。熱交換器１７は
、供給ライン１８を介して混合物を受け取り、以下に説明するように熱を異なる目的のた
めに用いつつ、混合物を低温度で排出口１９へと送る。排出口１９から排出された混合物
は、その後に、圧力ロック１０を通過する。圧力ロック１０の排出口は、大気圧と同等の
圧力の冷却された混合物を排出する。ここから、混合物は、供給ライン２０を介してセパ
レータ８へと供給される。セパレータ８の排出口２１にて、セパレータ８は、純粋な粒子
を、さらなる処理に供するために、大気圧且つ冷却された温度で排出する。分離されたプ
ロセス流体は、供給ライン２２を介して、セパレータ８からフィルター／ポンプユニット
１３へと供給される。そして、上記フィルター／ポンプユニット１３は、純化されたプロ
セス流体を、供給ライン２３を介して、熱交換器１７の流入口２４へと供給する。この流
入口２４は、プロセス流体を熱交換器１７内へと案内する。そこでプロセス流体は、熱交
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換器１７に蓄積された熱を吸収し、加熱される。そして、さらなる利用のために、プロセ
ス流体は、熱交換器１７の排出口２５にて熱を放出し、図１に示す方法による温度設定ユ
ニット１５に供給される。温度設定ユニット１５は、高温・高圧のプロセス流体が供給ラ
イン５を介してプロセスチャンバー１に供給されることを確証する。
【符号の説明】
【００１４】
　１　プロセスチャンバー、２　孔開きプレート、３　切断ロータ、４，５，６，９，１
２，１４，１８，２０，２２，２３　供給ライン、７　冷却セクション、８　セパレータ
、１０　圧力ロック、１１　出口、１３　フィルター／ポンプユニット、１５　温度設定
ユニット、１６　エネルギーフロー、１７　熱交換器、１９，２１，２５　排出口、２４
　流入口。

【図１】

【図２】
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